
　木材産業は本道の基幹産業の一つとして，地域

経済に重要な役割を果たしています。しかし，輸

入製品や代替材との競合など厳しい経営環境に直

面しており，木材産業が今後とも発展していくた

めには，企業体質の充実強化を進めていかなけれ

ばなりません。特に，多様化するユーザーのニーズ

を的確に把握し，新製品・新技術の開発に努め，

高付加価値型産業へ転換していく必要があります。

　このため，林産試験場では本道における林産工

業の技術センターとして，行政・業界と一体となっ

て多様な課題の解決のための試験研究の推進に努

め，また，その成果の普及を図っているところで

す。

　平成元年度は，次の研究目標に沿って52の項目

について試験研究を進める計画です。

　1） 木材利用の多様化を促進するための技術開

　　　発

　2） 林産工業の体質強化を促進するための技術

　　　開発

　3） 未利用森林資源の活用技術開発

　本年度から開始する新しい試験研究は，19項目

におよび，時代のニーズに即応した課題に積極的

に取り組むこととしております。

　特に，需要分野の拡大を図るため，木質内装・

外装材料や開口部材の製品開発を進めるほか・燃

える，腐る，狂うなど木材のウィークポイントと

されてきた欠点について耐火性・耐朽性・寸法安

定性等の性能向上技術の開発や木材に可塑性を付

与するなど新たな性能付与技術について試験研
究を行います。また，木材産業の生産技術の向上
を目的に先端技術を活用した生産技術および生産
工程の合理化のための技術開発を進めます。さら
に，小径・低質材，枝葉，工場副産物など未利用
森林資源の有効活用を図るため，炭化物としての
利用技術や成分の利用技術などについて研究を行
います。

　　　　　　　道産本製品を豊富に使

　　　　　　　   用した“情報舘”内部

　また，研究を進めるにあたっては，他の試験研
究機関や民間企業との共同研究を積極的に行い，
効果的な研究の推進および成果の充実を図ること
としており，今年度は「低コスト木炭粉製造技術
の開発とその農産物に与える有効効果の研究」な
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ど10項目について共同研究を実施する計画です。

　このほか，行政・業界との連携により木材の高

次加工システムの開発をめざした「木材高度利用

複合化システム開発事業」，特定地域の中小企業

者の事業転換と新分野開拓を目的とした「加速的

技術開発支援事業」など国の補助事業等による試

験研究についても引き続き実施します。

　また，試験研究の成果の普及，指導を図るため，

技術交流プラザ，技術相談，刊行物の発行などを

行うほか，本年６月オープンの「木と暮らしの情

報館」を活用し，本道の各種木材製品の常設展示

や開発製品・開発技術等のＰＲに努めるなど普及・

指導業務の一層の充実を図っていきます。

　以上の試験研究，普及指導などの業務を進める

ための予算（当初予算ベース，職員費は除く）

は，試験研究費 121，182千円，技術指導普及

費 7，371千円，維持管理費 104，293千円で総額

232，846千円となっています。

Ⅰ．木材利用の多様化を促進するための技術
　　開発
　建築分野における木造率の低下傾向，金属・プ

ラスチックなど非木質系代替資材や輸入製品等と

の競合など，木材産業を取り巻く環境は依然とし

て厳しいものがありますが，一方で木材に対する

見直しの機運も高まりをみせており，木材・木質

材料に対する新たなニーズに応えうる新製品・新

技術の創出が求められています。

　また，カラマツ・トドマツ等針葉樹人工林材の

増大，広葉樹資源の低質化など資源内容の変化に

即応した技術開発についても取り組みを進めてい

く必要があります。

　このため，木質内外装材の製品開発，土木・農

業用資材の開発，木製エクステリア製品の開発な

ど需要分野拡大に向けた技術開発を進めるほか，

寸法安定性・耐朽性・耐火性・遮音吸音性等の性

能向上技術開発および新性能付与技術の開発に取

り組みます。また，木質資材の各種性能の評価お

よび使用マニュアルの充実を図ります。

○木質内外装材の製品開発
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　道産材の特徴を生かした木質内外装材，開口部

材等の新しい利用技術を開発します。また，音響・

吸放湿等の性能評価も行い，木質内装材等の設計

マニュアルの作成を行います。

○寸法安定性向上技術の開発

　木材，パーティクルボード等の木質材料の耐水

性，寸法安定性の向上を図るため，化学的処理技

術を開発します。

○耐朽性向上技術の開発

　薬剤を木材にしみこませて防腐効果をあげる現

在の防腐処理法に代って，環境汚染などの心配の

ない，また簡易な処理法を開発するため，抗生物

質などを利用した処理法について研究します。

○新性能付与技術の開発

　木材に化学的処理を施すことにより，可塑性を

付与するなど新たな性能を付与する技術開発を

行います。

○複合材の製品開発と製造技術の確立

　木質材料と異種材料との複合化により，新たな

機能を持った製品開発を進めます。当場では，工

業試験場・民間企業との共同研究により，ゴムと

木材チップとの複合化による遮音性・保温性など居

住性に優れた温水床パネルの製品開発を行います。

高耐水性パーティクルボード（左）

Ⅱ．林産工業の体質強化を促進するための
　　技術開発
　輸入製品や代替材との競合，資源内容の変化な
どに対応していくためには，生産技術の改善・開
発および省力化，低コスト化等により生産性の向
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上を図り，林産工業の技術基盤を強化していく必

要があります。

　このため，製材・乾燥・加工など各種生産技術

の改善・開発およびメカトロなど先端技術を活

用した生産工程の合理化に関する試験研究を進め

ます。

○乾燥技術の改善・開発，乾燥工程の合理化

　木材を使用する場合に乾燥した材料を用いるこ

とは，腐れや狂いを防止する意味から欠かせませ

ん。当場では容易に均質な乾燥材が得られるよう

に乾燥技術の開発，乾燥コスト低減化，桟積作業

の自動化等についての研究を進めます。

○製材工程の合理化

　製材工程の能率向上を図るため，画像処理によ

る形状選別技術や熟練者のノウハウを生かした機

械の制御技術について研究します。

　　　　　　　製材の移動材料測定装置

○集成材製造工程の合理化
　集成材用の原料は低質化の傾向にあり，従来の
生産方式では十分対応していくことが困難になっ
てきています。このため，小径材・低質材でも生
産性の高い製造技術，生産システムを開発します。

Ⅲ．未利用森林資源の活用技術の開発
　小径材・低質材，枝葉，工場副産物など利用さ
れていなかったり，低次利用に止まっていた森

　　　　　　　　シラカンバを利用した

　　　　　　　　　　　木質飼料

林資源を有効活用，高次利用するための技術開発
を進めます。
○炭化物としての利用技術の開発
　木炭は多面的な利用があるにもかかわらず，そ
の効果については十分明らかにされていません。
当場では農業試験場との共同研究により炭化物の
農業用資材，また環境用資材としての効果などに
ついて研究を行います。
○粉砕物としての利用技術の開発
　シラカンバチップを蒸煮・粉砕することにより
粗飼料化が可能であり，畜産試験場，畜産農家と
の連携により，木質飼料の実用化に向けた研究を
進めます。また，ササの飼料化技術についても検
討します。
○成分の利用技術の開発
　木材の樹皮には，ウランやカドミウムなどの重
金属を補捉する成分が含まれており，これらを利
用して安価な重金属吸着剤を製造する技術開発を
行います。
○食用菌栽培技術の開発
　シイタケののこ屑栽培技術，食用菌の優良種菌
の開発など食用菌の栽培技術について研究を進め
ます。

（企画指導部企画課）
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平成元年度の試験研究のテーマ一覧表
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（52テーマ：新 19，継 33）
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